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日本臨床心理学会 〒110-0003 台東区根岸1-1-24 鶯谷日伸ハイツ201 ℡＆FAX 03-3847-9164 郵便振替00190-8-59797

第46回日本臨床心理学会大会第3報

第46回日本臨床心理学会大会委員長

高橋 晶子（錦糸町カウンセリングルーム）

第 46 回日本臨床心理学会（東京）大会日程が決まりましたのでお知らせします。現在運営委員会

を中心に、内容を検討しています。全体会シンポジウムなど、テーマが決まったものを以下に掲載し

ます。

日時：２０１０年９月２５日（土）～２６日（日）

場所：国立オリンピック記念青少年総合センター（東京都渋谷区代々木神園町3番1号）

午 前 午 後 夜

9/25

(土)

9:00～10:00定期総会

10:00～12:00個別発表

（募集要項は2ページを

ご覧下さい）

1:30～4:30

分科会 「医療観察法」

ラウンドテーブルディスカッション

「心の癒しを沖縄の相談関係に学ぶ

－うぶすなの神、拝み、唄－」

話題提供

佐藤壮広（明治大学大学院情報

コミュニケーション研究科（非常勤））他

自主企画（募集要項は2ページを

ご覧ください）

5:00～

7:00

情報

交換会

9/26

(日)

9:00～12:00

「ヒアリング・ヴォイシズ」に

関する企画を予定しています

研修会

「地域臨床心理学」

・栗原毅（北沢保健福祉センター）

・高島真澄（社会福祉法人光風会）

1:30～4:30 全体会シンポジウム

「 臨床心理学の理論と実践

―様々な立場の臨床スタンスを

超えて―（仮称）」

＜シンポジスト（予定）＞

・岡村達也（文教大学人間科学部心理学科）

・宮脇 稔（元浅香山病院）

＜指定討論者＞

・島薗 進（東京大学大学院人文社会系

研究科・文学部宗教学科）

※「個別発表」「自主企画」は会員より公募いたします。次ページに募集要項が掲載されています。
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大会個別発表・自主企画応募要綱

大会個別発表および自主企画を、以下の要領で公募いたします。希望者は下記の内容に従って、手

続きをお願いいたします。なお、この件に関するお問い合わせは、学会事務局までお願いいたします。

Ⅰ．個別発表（9月25日土曜日：午前10時～12時）→ 申込書は 7ページ

１．個別発表者は日本臨床心理学会会員の方に限ります。

２．個別発表者となるのは一人一回に限ります。ただし、連名発表者についてはこの限りではあり

ません。

３．発表時間は一人当たり、質疑応答を含め50分です。

４．申込者は同封の申込用紙に必要事項を記入の上、1000 字から 1100 字程度の個別発表要旨をプ

リントアウトした原稿を、2010年 5月15日（土）必着で、学会事務局まで郵送またはファッ

クスでお送り下さい。

５．発表の採否は、５月開催の運営委員会で決定し、2010年5月末日までに郵送にてご連絡いたし

ます。発表が決定しましたら、提出いただいた「個別発題要旨原稿」を「臨床心理学研究」第

48 巻第 2 号（大会特集号）に掲載いたしますので、「個別発表要旨原稿」を事務局までメール

でお送りいただきます（nichirinshin@yahoo.co.jp）。

Ⅱ．自主企画（9月25日土曜日：午後1時30分～4時30分）→ 申込書は ８ページ

１．自主企画は「シンポジウム」「ラウンドテーブルディスカッション」「ワークショップ」など、

自由な形式で会の企画運営をしていただきます。

２．自主企画の企画者は日本臨床心理学会会員の方に限ります。発題者・ディスカッションメンバ

ーなどは、学会員に限りません。ただし当日の参加費は負担していただきます。企画者と発表

者が同一であってもかまいません。

３．申込者は同封の申込用紙に必要事項を記入の上、1000 字から 1100 字程度の自主企画要旨をプ

リントアウトした原稿を、2010年 5月15日（土）必着で、学会事務局まで郵送またはファッ

クスでお送り下さい。

４．発表の採否は、５月開催の運営委員会で決定し、2010年5月末日までに郵送にてご連絡いたし

ます。発表が決定しましたら、提出いただいた「自主企画要旨原稿」を「臨床心理学研究」第

48 巻第 2 号（大会特集号）に掲載いたしますので、「自主企画要旨原稿」を事務局までメール

でお送りいただきます（nichirinshin@yahoo.co.jp）。

※ 個別発表・自主企画応募送付・問い合わせ先

住 所：〒110-0003 東京都台東区根岸1-1-24 鶯谷日伸ハイツ201 日本臨床心理学会

Tel＆Fax：03-3847-9164（土曜日、１３時～１８時のみ。他、留守電対応）

本学会ホームページからも申込フォームをダウンロードできます

ＵＲＬ： http://www.geocities.jp/nichirinshin/
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学会編『地域臨床心理学』のご案内

すでにお知らせしましたが、学会編『地域臨床心理学』が昨

年11月に中央法規出版より刊行されました。

同封の申し込み用紙での申し込みの場合、2,730 円のところ

を 送料込みで 2,457 円で購入できることになりました。ぜ

ひ、ご購入くださいますようお願いします。

内容は以下の通りです。

発刊によせて

吉田昭久 ●社会福祉法人光風会

序 章 地域臨床心理学入門

藤本豊 ●東京都立中部総合精神保健福祉センター

第１章 地域のなかでの心理学

藤本豊 ●東京都立中部総合精神保健福祉センター

第２章 精神科病院での臨床心理

森由美子 ●独立行政法人国立病院機構

賀茂精神医療センター

第３章 地域生活支援センターでの臨床心理

高島真澄 ●社会福祉法人光風会

第４章 精神科居住系施設での臨床心理

宮脇稔 ●医療法人爽風会ナカノ・花クリニック

第５章 デイケアでの臨床心理

栗原毅 ●中野区鷺宮保健福祉センター

第６章 精神科クリニックでの臨床心理

上田将史 ●医療法人鉄蕉会亀田総合病院

第７章 保健所での臨床心理

小谷野博 ●文京区文京保健所保健サービスセンター本郷支所

第８章 作業所での臨床心理

佐藤和喜雄 ●特定非営利活動法人福祉会菩提樹

第９章 家族支援と臨床心理

藤本豊 ●東京都立中部総合精神保健福祉センター

おわりに

佐藤和喜雄 ●特定非営利活動法人福祉会菩提樹
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第6回精神保健フォーラム報告集が批評社から出版されました。

昨年の 7 月 11～12 日に開催された、第 6 回精神保健フォーラムの

内容をすべて掲載した報告集が、精神医療別冊として批評社から３月

1 日に出版されました。フォーラム当日の内容もさることながら、巻

末の資料年表では、現在の精神保健福祉医療の動向が一目でわかる資

料となっています。

精神医療別冊 第6回精神保健フォーラム

精神保健従事者団体懇談会 編, 『精神医療』編集委員会 編,

B5 204ページ 並製

〒113-0033 東京都文京区本郷 1-28-36鳳明ビル1F

定価1700円+税

内容は次の通りです（批評社のＨＰより）

内容紹介

2009年夏、政権交代前夜に行われた精神保健ファーラムは、民主党連立政権下で新たな地平を切り

拓くために、精神保健・医療・福祉を担うメンタルヘルス界の熱い息吹を伝えるメッセージである。

目次

開催趣旨

第6回精神保健フォーラム宣言

Part1 基調報告 精神保健・医療・福祉の転換期における「精従懇」の使命

Part2 招待講演1 経済危機とこれからの社会保障のゆくえ 講師 西村周三

Part3 シンポジウム1 どうしたい「障害者・自立・支援・法」

Part4 シンポジウム2 医療観察法の光と影?? 施行後4年を迎えて

Part5 シンポジウム3 このままでいいの? 精神障害者の人権と暮らし??

障害者の権利条約とわたしたちに問われるもの

Part6 招待講演2 自殺予防と精神科医療??精神科医療への問題提起 講師 清水康之

Part7 総括討論と閉会式 危機のなかで人間として生きる権利を

年表 精従懇と精神保健・医療・福祉をめぐる流れ

資料
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他団体からのお知らせ

独立行政法人日本学術振興会

平成23年度採用分特別研究員-ＲＰＤの募集

申請受付期間：平成22年5月12日(水)～14日(金)【必着】

平成２３年度採用分特別研究員－ＲＰＤ募集に係る主な変更点

・ 採用期間を２年間から３年間に変更

・ 研究奨励金(支給予定額)を月額364,000円から362,000円に変更

詳しくは募集要項等のＵＲＬ → http://www.jsps.go.jp/j-pd/rpd_bosyu_f.html

日本心理学諸学会連合＜日心連＞

第３回心理学検定試験 2010年8月22日(日)

全国10会場（札幌、仙台、東京、金沢、名古屋、京都、大阪、岡山、広島、福岡）

申込期間：5月25日～6月25日（申込書は4月発行。ダウンロードも可）

詳しくは http://jupa.jp/ まで

日本心理学諸学会連合(日心連)は、４０の心理学関係の学

会が加盟する団体で、日本における心理学ワールドの統合と

発展を目指して、10年ほど前より活動を続けています。

http://jupa.jp/
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会費納入のお願い

今回、2010年度会費納入のための振込用紙を同封させていただきましたので、皆様、会費納入をよ

ろしくお願いいたします。会費納入状況は、タックシールや封筒の下側に「最終納入年度の下2桁の

数字」が印字されておりますので（「09」の方は 2009 年度まで納入されているということです）、そ

れを参考に2010年度分会費と未納分を合わせてお振り込み下さい。

郵 便 局：００１９０－８－５９７９７

みずほ銀行：稲荷町支店 普通 １７８４３４５

口 座 名：日本臨床心理学会(ﾆﾎﾝﾘﾝｼﾖｳｼﾝﾘｶﾞﾂｶｲ)

なお、2007 年度までしか会費を納めていらっしゃらない方は 2 年間の滞納になりますので、2009

年度末（2010 年 3 月末）で自然退会扱いとさせていただきます。未納がある方は未納分をお支払い

いただいた上、継続されるのか退会されるのかのご意志を事務局までご連絡下さいますよう、お願い

します。

また、２月下旬に会費未納の方には未納分支払い用の振込用紙をお送りしましたが、その後、未納

分振り込みをして下さった方の中で、納入年度の行き違いがあるかもしれません。ご容赦ください。

もし既に未納分振り込みをして下さった方は、同封の用紙で新年度分の会費をお振り込みください。

（日本臨床心理学会 事務局）

学会編『幻聴―ヒアリングヴォイスを多角的にとらえる―』出版のお知らせ

現在中央法規出版から、『幻聴―ヒアリングヴォイスを多角的にとらえる―』（仮称）と題した学会

編の出版を編集中です。当初は今春刊行の予定でしたが、作業が遅れなんとか6月刊行を目標に編集

を進めています。

本書は中央法規出版の「専門出版社が知識・ノウハウを最大限に活用しながら、一般読者向けに発

刊する教養書」であるCuraシリーズの一冊として、「幻聴」についてのわかりやすい解説書として編

集しています。「幻聴」についての一般読者向けの教養書としては、おそらく、わが国で初めての本と

いえます。本書では、「幻聴」について従来の精神医学からの視点にとらわれることなく、本学会取り

組んでいる、「ヒアリングヴォイス」についての紹介も行っています。また、2000 年本学会第 36 回

大会「ヒアリング・ヴォイシズ特別講演会」でのロンコールマンさんの講演も収録しています。

主な内容と執筆者は以下の通りです。

幻聴ってどんなもの？ ☆藤本豊（東京都立中部総合精神保健福祉センター）

幻聴のメカニズム―脳科学の最新知見― ☆木田次郎（筑波大学）・朝田隆（筑波大学）

精神医学と幻聴 ☆生田福郎（あいの里クリニック）

認知行動療法と幻聴 ☆原田誠一（原田メンタルクリニック）

ヒアリングヴォイシイズー幻聴への新しいアプローチ ☆佐藤和喜雄（NPO法人福祉会菩提樹）

回復は孤立の中では起こらない ☆ロンコールマン（ボイスヒアラー）

その他幻聴体験にまつわるコラムなど

（日本臨床心理学会 運営委員会）
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日本臨床心理学会第４６回大会 個別発表申込用紙

（９月２５日午前１０時～１２時）

個別発表者氏名：

住所：〒

電話：

ファクシミリ：

E-mail：

タイトル：

使用予定機器：パワーポイント・スライド・ＯＨＰ（いずれに○）

運営委員会記入欄

受付月日： 月 日

採用可否：

備 考：

〒110-0003 東京都台東区根岸1-1-24 鶯谷日伸ハイツ201 日本臨床心理学会

Tel＆Fax：03-3847-9164（土曜日、１３時～１８時のみ。他、留守電対応）

※ 別添として1000字から1100字程度の個別発表要旨をプリントアウトした原稿を、

2010年5月15日（土）必着で、学会事務局まで郵送またはファックスでお送り下さい。
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日本臨床心理学会第４６回大会 自主企画申込用紙

（９月２５日午後１時３０分～４時３０分）

自主企画者氏名

企画者住所：〒

電話：

ファクシミリ：

E-mail：

テーマ：

使用予定機器：パワーポイント・スライド・ＯＨＰ（いずれに○）

運営委員会記入欄

受付月日： 月 日

採用可否：

備 考：

〒110-0003 東京都台東区根岸1-1-24 鶯谷日伸ハイツ201 日本臨床心理学会

Tel＆Fax：03-3847-9164（土曜日、１３時～１８時のみ。他、留守電対応）

※ 別添として1000字から1100字程度の自主企画の要旨をプリントアウトした原稿を、

2010年5月15日（土）必着で、学会事務局まで郵送またはファックスでお送り下さい。


